
　民生委員全員で構成する民生委員児童委員協議会では、年に７回、全民生委員が集まる定例会を開催し、
活動の報告や連絡を行ったり、専門機関のかたを講師に招いて講演を行い、学びの場としたりしています。
　また、毎年１１月には、他地域の民生委員の先進的な活動状況や事例を学ぶために視察研修を行っていま
す。今年度は１１月１３日と１１月１４日に熊本において「震災時における民生委員児童委員活動について」とい
うテーマで研修を行いました。

　１日目は、南阿蘇村にある「熊本地震震災ミュージアムＫＩ
ＯＫＵ」を見学し、震災遺物の展示や震災遺構などの見学や
説明を受けて、地震の巨大な力と想像を超えた被害を実感
しました。
　２日目は、熊本市民生委員児童委員協議会副会長から、
熊本市の被害状況について具体的な数字や写真を使って
説明を受けました。副会長は熊本地震の経験から得たことと
して、以下の４つを挙げました。

①地震は突然に発生する（予測できない）
②民生委員・児童委員の役割や行動基準を明確にしておく
③自助・互助の大切さ
④災害時要支援者避難支援制度の活用

　災害の発生を想定した事前の十分な備えや訓練の実施
が不可欠であり、発災後の避難行動、生活支援などで近隣
住民同士が助け合うことの大切さを学ぶことができました。
　今後は、互助のできるコミュニティづくりを行うこと、また発
災時に民生委員が取るべき行動の優先順位を決めておくこ
となどを心掛け、日々 の民生委員の活動を行っていきます。

令和６年度 民生委員･児童委員協議会視察研修を行いました

▲旧東海大学阿蘇校舎の真下に続く断層

▲熊本市民生委員との研修会

▲研修に参加した福津市民生委員

令和５年度福津市
民生委員・児童委員、主任児童委員 相談・支援状況 （計3,888件）
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子どもに関する
相談が増加。

福祉・住居・家族など
支援内容は
さまざま。

　社会福祉増進のため献身的に活動を続け、地域社会の福祉向上に
貢献したかたを顕彰する「令和６年度社会福祉功労者県知事表彰」と
して松尾寅彦さん、城野加代子さん、古賀久行さんに感謝状が授与さ
れました。また、芹野伊津美さん、宮田健二さん、出光勝さん、金本加
代子さん、則武孝明さんに、全国民生委員児童委員連合会から「永年

勤続民生委員･児童委
員表彰」として表彰状
が、赤い羽根共同募金
運動を通して、地域福
祉活動の推進に尽力し
た功績に対して福岡県
共同募金会から感謝状
が授与されました。

８人の民生委員・
児童委員が
表彰を受けました

８人の民生委員・
児童委員が
表彰を受けました

▲左から松尾さん、城野さん、古賀さん▲左から芹野さん、宮田さん、出光さん、金本さん、則武さん

現在、活動を行っている民生委員・児童委員、主任児童委員の任期は３年で、
令和７年 11 月 30 日までの任期となっているため、今年は改選の年です。
改選の際は、地域の実情に詳しい自治会長からの推薦を受けて選ばれます。

令和7年度は民生委員・児童委員の一斉改選の年です令和7年度は民生委員・児童委員の一斉改選の年です
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こんな悩みありませんか？
家族の介護
子どもの生活
心身の疾病や障がいに関す
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問題が大きくなる前にまずは
民生委員･児童委員に

ご相談ください
※守秘義務によって個人の
秘密は保護されます
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